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Ⅰ 問題と目的

左右眼に異なる刺激をそれぞれ両眼分離呈示

した場合，静止輝度変調刺激では左右の一方が

知覚される単眼知覚，コントラスト変調刺激で

は左右の刺激が同時に知覚される混合知覚が生

じることがある(Skerswetat，Formankiewicz，&
Waugh ,2018)．一方，運動刺激を用いた場合は

輝度変調運動縞刺激を両眼分離呈示した場合，

左右眼の刺激が局所的に融合され，運動方向が

統合される(Andrew & Blakemore ,2002)．両眼分

離呈示下における刺激サイズの影響については

刺激サイズや空間周波数の増大に伴って垂直刺

激または水平刺激が生じる時間が減少する

(O’shea，Sims，＆ Govan , 1997)．変調刺激や刺

激特性で知覚が異なることから，処理段階が知

覚に反映している可能性がある．そこで本研究

では輝度変調刺激，コントラスト変調刺激の運

動縞刺激を用いて処理過程に関係しているとさ

れる刺激サイズ，空間周波数，運動速度を変化

させ，知覚割合を測定し，両眼呈示・両眼分離

呈示下における各変調刺激で生じる知覚の処理

について考察していく．

Ⅱ 方法

実験参加者：大学生 3 名 (23.7 歳(SD=1.7))．
刺激：輝度変調刺激，コントラスト変調刺激を

それぞれ両眼呈示もしくは両眼分離呈示した．運

動縞を呈示する内円刺激サイズを 0.5~8.0deg，縞
の空間周波数を 0.5~8.0cpd，縞の運動速度を

0.5~3.0deg/s に設定した．左右眼に呈示した縞刺

激を融像しやすいように周辺に内円刺激サイズ

の 2 倍の大きさの円(外円刺激)を呈示した．なお

各変調刺激のコントラストはいずれも 0.98 であ

った．

手続き：実験参加者は外円刺激が呈示された後

に内円刺激が 1 秒呈示され生じた知覚について

単眼運動，運動透明視，運動統合(モザイク)，運

動統合(パターン)の 4 択で解答してもらった．実

験参加者に報告してもらう知覚は左右眼に呈示

した運動刺激のどちらか一方が知覚される単眼

運動，左右眼の運動刺激が独立して 2 つの運動方

向が 2 層に知覚される運動透明視，形は局所的に

融合され，運動方向は－45°方向に知覚される運

動統合(モザイク)，形，運動いずれも統合される

運動統合(パターン)の 4 種類であった．

Ⅲ 結果

知覚割合(%)を従属変数として，呈示条件，変

調刺激条件，刺激サイズ条件，空間周波数条

件，刺激運動速度条件による 5 元配置分散分析

を行った．図 2 に知覚別の各従属変数における

知覚割合を示す．刺激サイズ，空間周波数の主

効果はいずれの知覚でも認められ (p <.001)，刺

激サイズ条件においては刺激サイズの増大に伴

って，運動透明視の知覚割合は増加し，運動統

合(パターン)の知覚割合は減少し，空間周波数条

ターン)知覚で認められた(いずれも p <.001)．刺
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激運動速度が高速になるにつれて，単眼運動の

知覚割合は有意に減少し，運動統合(パターン)の
知覚割合が有意に増加した．

両眼呈示と両眼分離呈示を比較するために図

3 に変調刺激別呈示条件別知覚割合について示

す．各知覚における変調刺激別呈示条件につい

て検討を行った結果，輝度変調刺激ではいずれ

の知覚においても呈示条件間で有意な差が認め

られ(p <.001)，単眼運動，運動透明視，運動統

合(モザイク)で両眼呈示に比べて両眼分離呈示で

知覚割合が有意に高く，運動統合(パターン)では

両眼分離呈示に比べて両眼呈示で知覚割合が有

意に高いことが示された．一方，コントラスト

変調刺激では単眼運動，運動透明視，運動統合

(モザイク)で呈示条件間に有意な差が認められ

(p<.05)，単眼運動，運動統合(モザイク)では両

眼呈示に比べて両眼分離呈示で知覚割合が有

意に高く，運動透明視は両眼分離呈示に比べ

て両眼呈示で知覚割合が有意に高いことが示

されたが，運動統合(パターン)では呈示条件間

に有意な差が認められなかった．

Ⅳ 考察

両眼呈示，両眼分離呈示条件下の知覚割合に

ついて検討した結果，単眼運動はいずれの変調

刺激でも両眼分離呈示の割合が高く，コントラ

スト変調刺激に比べて輝度変調刺激で知覚割

合が有意に高かったことから輝度変調刺激の

方が両眼分離による効果が大きいことが示され

た．コントラスト変調刺激のパターンモーション

において呈示条件間で差がなかったという結果

は，コントラスト変調刺激における運動統合(パ
ターン)の知覚は両眼の情報が統合された段階で

処理が行われている可能性がある．一方で輝度変

調刺激では呈示条件間で差があったことから，両

眼の情報が統合された段階で処理が行われてい

ないと考えられる．輝度変調刺激は V1，コント

ラスト変調刺激は V2 で処理が行われることが関

係していると考えられる．また単眼知覚は V1，
運動知覚は MT で処理が行われると考えられる

が，刺激特性(刺激サイズ，空間周波数，刺激運動)
と知覚の関係は形や運動の統合過程と一致しな

い結果であったことから，今後更なる検討が必要

である．
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図図 22 知知覚覚別別のの刺刺激激ササイイズズ((AA))・・空空間間周周波波数数((BB))・・
刺刺激激運運動動速速度度((CC))ににおおけけるる知知覚覚割割合合 
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